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第５章 開国と近代日本の歩み １節 欧米の進出と日本の開国 NO.15
1 近代革命の時代①


めあて：欧米諸国はどのように発展していったのか？



●イギリス革命
1215年：【1. 　　　　　　　　　　　　　　　　　 】（大憲章）の制定　＊日本は　　　　　　　時代
国王中心の政治
16世紀：【2. 　　　　　　　　　　　 】 エリザベス1世（在位1558～1603年）
1600年：東インド会社の設立⇒重商主義政策を展開
国王と議会の対立 理由：国王が議会を無視した政治を続けたため
17世紀：二度の革命
[bookmark: _Hlk93270518]【3. 　　　　　　　　　　　　　 】・・・国王 vs クロムウェル（議会側）⇒国王を処刑し、共和制へ
クロムウェルの死後、王政復活
【4. 　　　　　　　　　 】・・・議会を尊重する国王が選ばれる＋【5. 　　　　　　　　　　　 】
世界初の立憲君主制と議会政治が始まる＝　　　　に対する　　　　　　の優越が確立する

●啓蒙思想
自然科学の発達＋人間の社会についての新しい考え方
（啓蒙思想家） 　国王の権力の制限を唱え、人民の政治参加の在り方を唱える
[bookmark: _Hlk93271072]・【6. 　　　　　　 】：『市民政府二論』、抵抗権・【7. 　　　　　　　　　　　 】
・【8. 　　　　　　　　　　　　　　　　 】：『法の精神』、三権分立
・【9. 　　　　　　 】：『社会契約論』、社会契約説・人民主権

●アメリカ合衆国の独立
18世紀：北アメリカで　　　　　　　　　による植民地化が急速に進む
新税を植民地にかける（イギリスvsフランスの戦費調達）
⇒「代表なくして課税なし」＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
独立戦争（アメリカvsイギリス）が始まる
1776年：【10. 　　　　　　　　　　 】＋フランスの支援⇒独立戦争に勝利
世界初の大統領制が誕生⇔奴隷制の継続＋大陸東部の　　　　　　　州だけが領土
初代大統領＝【11. 　　　　　　　　　　　　　　　　 】（独立戦争時の最高司令官）
[bookmark: _GoBack]合衆国憲法＝人民主権・連邦制・三権分立
